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辰野町国道１５３号整備促進協議会
ワークショップ　ニュース

第１号
第１回ワークショップの報告
平成 23年 10月 21日開催

辰野町の道路を考えるワークショップが始まりました。

　国道 153 号を中心に、辰野町の『道路のあり方を考える』ワークショップが、10月 21 日
から始まりました。このワークショップでは、北大出、羽場、新町、宮木、小横川、宮所、上
辰野、今村、上島の 9区から代表の皆様にご参加頂き、辰野町の将来を見据えた道路のあり方
や整備方法を役場と一緒に考え、話し合います。
　このワークショップニュースは、話し合いの経過や道路に関する情報を、地域の皆様にお届
けします。

第１回ワークショップの報告

　第１回目のワークショップでは、テーマを『現状を把握し、道路のあり方を考える』として、
地域の道路状況を確認し、参加者全員で情報を共有すると同時に、道路の将来像について話し
合いました。



辰野町国道 153 号整備促進協議会ワークショップニュース

ＷＳの
成果

　5つのグループは、各グループに 9区それぞれから参加し、辰野町の道路の将来像に
ついて話し合い、大きくまとめると以下の 5つの事がらが導き出されました。
◎はグループで話され、上位に位置づけられたもの。○は意見を集約して表現したもの

安心して安全
に利用できる
道路

◎人にやさしい道路
◎車と人が共存できる道路
◎安心安全な道路
○車、自転車、歩行者の分離
○地域住民が安心して利用で
きる道路

役割の明確な
道路

◎幹線道路と生活道路の目的
をはっきりさせる
◎非常時の通行確保

連続性の高い
道路

◎つながりの良い道路
○伊北インターチェンジを活
かす道路機能性の高い

道路

◎将来を見据えた道路
◎町の活性化のための道路計画
◎ 153号線の拡幅 ･バイパス
○スムーズな通行が出来る道路
○使い勝手の良い道路
○環境の良い道路

現実的な
道路計画

○現実に即した道路

【まとめ】
･安心、安全に利用できる道路とするために、役
割を明確にすることが重要。
･生活道路、幹線道路それぞれの役割に応じ、道
の連続性や利便性を高め、住民の安心と町の発
展につながる道路を考えること。
･将来像と現実を段階的に考え、現状の課題を解
決する方策を早期に実現すること。

◇ワークショップの様子と各グループの成果

今後の
予定

回 テーマ 内容

2 『課題とその要因について考える』
･地域や町全体で、道路について困っていることや気になって
いることを明らかにし、その原因を探ります。

3 『どのような道路にするか考える』
･課題の解決方法と優先度について考えます。
･地域としての整備方針を考えます。

4
『地域としてどのよう
に整備するかを考え
る』

･地域として、どのように整備していくのが良いか考えます。
･整備の順番や道路の利用方法について考えます。

5 『全体を確認する』 ･整備効果を考慮した優先順位について全体で確認します。
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